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研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農学 ・ 応用昆虫学 
キーワード：昆虫、バキュロウイルス、核多角体病ウイルス、抗ウイルス応答、アポトーシス、 
      全たんぱく質合成停止 
 
１．研究計画の概要 
 本研究は、ウイルス感染に伴って昆虫が
発動する抗ウイルス応答の分子機構を、昆
虫に特異的な核多角体病ウイルス（NPV）
と昆虫の培養細胞を用いて解明することを
目的として行うものであり、下記の４本の
小課題を掲げて研究を推進している。 
(1) NPV 感染細胞におけるアポトーシスの 
 誘導と抑制に関する分子機構の解析 
(2) hycu-ep32 遺伝子による全たんぱく質合 
 成停止の分子機構の解析 
(3) HRF-1 による全たんぱく質合成停止回避 
 の分子機構解析 
(4) アポトーシスと全たんぱく質合成停止 
 機構の包括的理解のための解析 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) これまでの研究により、マイマイガの
Ld652Y 細胞は様々な昆虫から分離した核多
角体病ウイルス（NPV）の感染により、容易
にアポトーシスを誘導するが、マイマイガか
ら分離した NPV（LdNPV）はアポトーシス
を誘導せず、正常に増殖することを明らかに
した。本研究では、LdNPV がコードするア
ポトーシス阻害遺伝子 ld109 を同定し、その
発現解析や機能解析などを行っている。 
 
(2) これまでの研究により、カイコの BM-N
細胞に、アメリカシロヒトリから分離した
HycuNPV を感染させると、BM-N 細胞は全
たんぱく質合成停止を誘起することを明ら
かにした。本研究では、HycuNPV 感染 BM-N

細胞で RNA が急激に分解することを見出し、
HycuNPV 感染による全たんぱく質合成停止
は感染細胞 RNA の分解に起因することを明
らかにした。この RNA 分解は、他のいくつ
かの NPV 感染でも起こるが、BM-N 以外の
いくつかの細胞では起こらないことを示し、
BM-N細胞に特異的であることを明らかにし
た。現在、RNA 分解に関与する RNase の探
索を行っている。 
 
(3) これまでの研究により、HycuNPV ゲノ
ムがコードする３種の IAP（ inhibitor of 
apoptosis）のうち、IAP3 はアポトーシス阻
害活性を、IAP1 はアポトーシス誘導活性を
もつことを明らかにした。本研究では、これ
らの IAP のドメイン解析を行い、アポトーシ
スの阻害と誘導に関与するいくつかのドメ
インを特定した。 
 
(4) 従来から、NPV 感染によりチョウ目昆虫
細胞が誘導するアポトーシスに関与するウ
イルスと細胞の因子の同定と機能解析を行
っている。本研究では、initiator caspase 
DRONC と DREDD の相同体をカイコで同
定し、機能解析を行っている。また、抗体作
製など、機能解析を効果的に進めるためのい
くつかの準備も行っている。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
（理由） 
上記の小課題(4)は課題の性格上やや遅れ

気味であるが、小課題(1)-(3)はいずれもおお
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むね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 小課題(4)に若干の力点をおきつつ、従来
通り、研究提案書の計画に沿って、研究を推
進していく。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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